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は じ め に

新 しいcephalosporin C誘 導 体 で あ るCephacetrile 

(CEC)は,こ れ ま で のcephalosporin系 薬 剤 と同様,

広範 囲 の抗 菌 スペ ク トラ ム を も ち,殺 菌 的 に作用 す る と

いわ れ て い る。

わ れ わ れ はCECの 体 液 内 濃度 を 測定 す る と と もに,

これ を 臨床 症 例 に応 用 した の で,そ の 結 果 を あ わ せ報 告

す る。

CECの 体液 内濃 度

検 定用 菌 にB. subtilis PCI-219株 を用 い,薄 層 平 板

カ ップ法 で測 定 した 。 な お,working standardの 希 釈

にはpH 7.0 phosphate buffer液 を使 った 。

(1)　 CECの 血 清 中濃 度(Fig. 1, Table 1)

CEC 1gを5%五 炭 糖 液100mlに 溶 解 し,こ れ を健

康成人3人 に15分 か け て点 滴 静 注 した の ち,そ の血 清 中

濃度 を 測定 した 。

そ の値 は,15分 後 に34.0μg/mlの ピー クを示 し,30

分後23.85μ9/ml, 1時 間 後9.43μg/ml,2時 間 後4.4

μg/ml, 4時 間 後0.75μg/ml, 6時 間 後0.30μg/ml,

8時 間 後0.23μg/mlと な り,投 与4時 間後 の血 清 中濃

度は 急速 に 減 少 した 。

また,胃 癌術後の肺炎患者(Case 3)に,あ らか じめ

500mlに 溶解 したCEC 1gを6時 間かけて点滴注入 し

た ときの血 清中濃度を2時 間毎に測定 した ところ,点 滴

持 続中は19.2μg/mlか ら26.0μg/mlの 高濃度が維 持

されていた(Fig. 2)。

(2)　 CECの 尿中排泄(Table 2)

上 記健康成人3人 にCEC 1gを 点 滴静注 したのちの

尿中排泄量 を測定 した ところ,投 与後2時 間 までに平均

557.4mg, 2～4時 間に72.3mg, 4～6時 間に16.7

Fig. 1 Serum concentration of CEC

(1g, i.v., drip infusion)

Table 1 Serum concentration (μg/ml) of CEC after 1g intravenous drip infusion
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mg,6～8時 間に5.8mgが 排泄 された。 したが って,

排泄率は0～2時 間に55.7%,2～4時 間に7.23%,

4～6時 間 に1.67%,6～8時 間 に0.58%と な り,投 与

後8時 間 で65.22%が 排泄 された。

CECの 臨床成績

本剤が使用 された外科的感染症 は,術 後 肺 合 併 症4

例,化 膿性腹膜炎8例,化 膿性胆管炎1例,肝 膿瘍1

例,術 後創感染2例,肛 囲膿瘍2例,尿 路感染症1例,

蜂窩織炎2例,骨 髄炎1例,敗 血症3例 の計25例 であ

る(Table3)。

病巣か ら分離 された起因菌別か らみ ると,大 腸菌 ある

いは黄ブ 菌 の単一感染症がそれ ぞれ4例 ずつ,そ の他は

大腸菌 とクレブシ ェラ,大 腸菌 と黄ブ 菌な どの混合感染

症 であ った。

本 剤の1日 投与量 は1gか ら12gで,こ れを1～4回

に分割 してone-shot静 注す るかあ るいは点滴静注 した。

投与期間は最短4日 か ら最長22日 にお よん でお り,総 投

与量 は10gか ら最高107gで あ った。

臨床効果の判定には,炎 症 々状あ るいは菌 の消失 を 目

安 と し,こ れが3日 以 内にみ とめ られた ものを著効,5

日以内 を有熱7目 以内をやや有効,そ れ以上を無 効 と

した。そ の結果,著 効2例,有 効8例,や や有効5例,

無効8例,不 明2例 とな った。ただ し,他 剤を併用 され

ていた2例 は不 明 とした。 したが って,不 明2例 をのぞ

く23例 中15例 が有効 とな り,有 効率は65.2%と な った。

副 作 用

本 剤の副作用 として尋麻疹様発疹 のあ らわれた ものが

2例 ある。 しか し,こ の発 疹は一過性 で,休 薬せず して

投 与を続ける ことが出来 た。 また,本 剤投与後の尿が赤

く着色する ことがある ともいわれ ているが,わ れわれは

これを経験 していない。

つ ぎに,本 剤投与前 ・中 ・後 の赤血球数,白 血球数,

Hb,GOT,GPT,BUN値 を検討 した。 その結果,赤

血球数,白 血球 数,Hb値,BUN値 には変化をみ とめ

なか った。 しか し,GOT,GPTが 本剤投与 中に軽 度上

昇 した ものがみ られたが,こ れ らの症例は本剤投与前に

手術 を うけていて,手 術に よ る影響 も否定出来 な い の

で,本 剤に よる ものか ど うかはなお 明らか でない。 いず

れに しても異常 な高値を示 した もの は1例 もな か った

(Fig.3,4)。

以下,2,3の 臨床 例について略述す る。

Fig. 2 Serum concentration of CEC during 6 h. i. v. protracted drip infusion

Table 2 Urinary excretion (mg) of CEC after 1 g intravenous drip infusion
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症 例141歳,女 。 胃潰瘍 で 胃切除術 を うけ た と こ

ろ,術 後5日 目か ら発熱,咳 漱,喀 痰がみ とめられ,胸

部 レ線像か ら肺炎 と診断 された。 この症 例は術 直後から

AB-PCが 投 与 されていたが,上 述 の症状 は改 善 されな

か ったの で,CEC1日29の 投与を開始 した。する と,

4日 目には平熱 とな り,咳嗽や喀痰 も消失 して,有 効 と判

定 された。 喀痰か らは黄が 菌が検出 されてい る(Fig.5)。

症例653歳,女 。高 熱 を主 訴 と して 本院内科 に入

院,肝 膿 瘍 を 疑 わ れ て 当外 科 に転 入 して来 た。 穿 刺,ド

レナ ー ジを行 な っ た と ころ,多 量 の膿 が排 泄 され,そ の

な か か らol-&rreptoc㏄cu5,Cor=yπeba`teriw鴛,Acimtか

bacterが 検 出 され た。CECを 第1日 目は89,第2日

目か ら は129投 与 した と こ ろ,4日 目 に は 全 く 平 熱 と

な っ た。 しか し,排 膿 は持 続 して,膿 中 のA`netobacte7

は消 失 しなか っ た。 なお,本 例 で は,総 量1079と い う

大 量 のCECが 投 与 され た に もか か わ らず,な ん ら の副

Fig. 3 Changes in RBC, WBC counts and Hb value during CEC administration

Fig. 4 Changes in GOT, GPT and BUN during CEC administration
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作用 もみ とめ られ な か っ た(Fig.6)。

症例2160歳,男 。 肝 癌 で開 腹 され たが,切 除 不 能 の

ため,肝 動 脈 内 にポ リエ チ レ ソチ ュー ブ を挿 入 され て,

制癌剤 の動 脈 内 投与 を つ づ け てい た。 と こ ろが2週 目頃

か ら高 熱 を 発 し,血 液 培 養 の 結 果,大 腸 菌 とCoryneba-

cteriumが 検 出 され た。 そ れ で,CEC1日89の 投 与

を 開始 した と ころ,翌 日か ら平 熱 とな り,4日 目の 血液

培 養 で は菌 陰 性 とな っ て い た(Fig.7)°

Fig. 5 Pneumonia after gastrectomy, 41y. female

Eig. 6 Liver abscess, 53y. female
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お わ り に

CEClg点 滴静注後の血清中濃度は,15分 後 に ピー ク

値340μg/u1を 示 し, 30分 後2a85μg/ml, 1時 間後

9.43μ9/u1, 2時 間後44μ9/m1, 4時 間後0.75μ9/

ml, 6時 間後0.38μg/ml, 8時 間後0.23μg/mlと 急

速に減少 した。 また,尿 中への排 泄は2時 間 までに55.7

%が,8時 間 までに65.2%が み とめ られた。

CECを 臨床例25症 例に使用 した ところ,著 効2例,

有効8例,や や有効5例,無 効8例,不 明2例 で,有 効

率 は65.2%と な った。

副 作用 として3例 に発疹がみ とめ られた。 しか し,造

血臓 器,肝 機能,腎 機能 には重篤 な障害を来た した もの

はない。

Fig. 7 Sepsis (hepatoma) 60y. male
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Cephacetrile (CEC), a new antibiotic derived from cephalosporin-C, was investigated on serum level, urinary 

excretion, clinical effectiveness and untoward side effects.

1) Following a single intravenous infusion of 1g Cephacetrile in 3 healthy adult volunteers the mean serum 

concentration showed a peak of 34.0ƒÊg/ml at 15 minutes after administration.

2) In the same subjects, the urinary excretion of Cephacetrile was 652. 2mg (65.22%) within 8 hours.

3) Cephacetrile was administered to 25 patients with infections in the field of surgery, and the result was 

excellent on 2 cases, good 7, fair 5, poor 8 and unknown 2, the effectiveness rate accounting for 65.2%.

4) Among untoward side effects, only eruption was observed in 3 of the 25 patients (12.0%).


